
 
 
 
 
 
 

北九州市公共事業評価に関する検討会議及び 

市民意見を踏まえた市の対応方針 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北九州市 

令和４年８月 

事業名 

【再評価】 

北九州広域都市計画道路戸畑枝光線他街路事業・ 

有料道路事業 



公共事業評価に関する検討会議及び市民意見を踏まえた市の対応方針 

（対象事業：北九州広域都市計画道路戸畑枝光線他街路事業・有料道路事業） 
 

【対応方針】 

事業継続 
 

【対応方針決定の理由】 

本市では、産業構造の高度化や物流機能の充実・強化を図るため、北九州空港やひ

びきコンテナターミナルの整備など、様々な物流拠点の整備に取り組んでいる。安定的な

物流・人流を確保・活性化するためには、これらの物流拠点や中心市街地を結び、本州や

九州各地域との連携を促進する主要幹線道路の整備を進め、広域道路ネットワークの形

成を推進する必要がある。 

また、大規模災害発生直後において、人員や物資等の緊急輸送活動を確実かつ円滑

に実施するためには、緊急輸送道路を早急に整備する必要がある。 

北九州広域都市計画道路戸畑枝光線は、北九州高速や若戸トンネル等と一体となるこ

とで、我が国のものづくりを牽引する企業が集積する響灘地区、戸畑区臨海部、東田地区

等を結ぶ、環状放射型の自動車専用道路ネットワークを形成するもので、戸畑区大字戸

畑を起点とし、八幡東区東田五丁目を終点とする延長約４ｋｍ、４車線、代表幅員１８ｍの

自動車専用道路である。 

 

本路線の整備を街路事業にて鋭意進める一方で、周辺幹線道路の進展や周辺開発の

増進といった環境変化により、北九州高速の利用増加が見込まれることから、本路線を有

料化し、有料道路事業との合併施行方式による整備手法が可能となったところである。有

料道路事業については福岡北九州高速道路公社が事業主体となり、供用後の通行料金

を原資に事業費を９０億円投資することにより、街路事業費が４５億円縮減される。また、本

路線の維持管理については、同公社が供用後の通行料金を原資に北九州高速と一体的

に行うこととなる。 

本路線を有料化することで、利用者に通行料金の負担が生じるものの、安全性・走行

性・受益性が高まり、北九州高速のポテンシャル向上につながるとともに、公共事業に係る

費用縮減により、将来世代への負担が軽減し、持続可能な社会につながるといったメリット

が挙げられる。 

 

費用対効果は１．１１と、本路線を有料化した場合においても充分整備効果が見込まれ

るものであることから、公共事業調整会議（内部評価）では、本路線を有料化して事業を継

続することとした。 

続いて実施した公共事業評価に関する検討会議（外部有識者会議）では、変更計画の

とおり本路線を有料化して事業を継続することについて、「異論なし」との意見を受け、あわ

せて今後の事業推進にあたっての留意点が示された。 

その後市民意見を募集した結果、戸畑枝光線の有料化に関する意見、戸畑枝光線の

完成に関する意見、北九州高速に関する意見が寄せられた。なお、計画の修正を要する

意見はなかった。 

 

以上のことから、検討会議で示された留意点や市民意見を踏まえつつ、変更計画のと

おり本路線を有料化して事業を継続することとする。 

 



公共事業評価に関する検討会議における留意点とその対応 

（対象事業：北九州広域都市計画道路戸畑枝光線他街路事業・有料道路事業） 

 
 

市の対応方針（案） 

 事業継続 

 
 
 公共事業評価に関する 

検討会議での意見 
市の対応方針（案） 

（１） 

市民への説明に

ついて 

市民へ事業の趣旨及びメリット（ネ

ットワーク構築、災害リスクの減少、

市の支出の縮減、走行時間短縮等）を

しっかりと説明していただきたい。 

 有料化して受益者負担となる代わ

りに得られるメリット等を充分に説

明し、本事業の周知理解を図ってまい

りたい。 

（２） 

公社の収支状況

について 

福岡北九州高速道路公社の安定し

た経営で事業を継続していけるよう

に、今後も公社の収支状況に注視して

いただきたい。 

 北九州高速の交通分析や経営状況

の確認等を毎年行い、福岡北九州高速

道路公社の安定的な経営を念頭に事

業を進めてまいりたい。 

（３） 

市民への北九州

高速の利用啓発

について 

 多くの人に利用してもらえるよう

試験的に料金の工夫をする等、福岡北

九州高速道路公社の安定的な経営の

範囲内で、市民に利便性を知っていた

だけるような取り組みを検討してい

ただきたい。 

 

 北九州高速の利用促進や福岡北九

州高速道路公社の安定的な経営の観

点から、企画割引や料金体系等につい

て、どういった工夫ができるか検討し

てまいりたい。 

 



提出された市民意見の概要及びこれに対する本市の考え方 
（対象事業：北九州広域都市計画道路戸畑枝光線他街路事業・有料道路事業） 

 
■意見募集期間  令和４年７月１１日（月）から令和４年８月１０日（水）まで 
 
■意見提出状況  （１）提出者数：６人（電子メール３人、持参３人） 

（２）提出意見数：１１件 

 

 

 

 

 
 
 
１ 戸畑枝光線の有料化に関すること 

意見の概要 本市の考え方 内容 反映 
結果 

高速道路として計画された道路を税金

で建設管理するとなると、常日頃通行しな

い市民も問答無用で負担することとなるた

め不公平に感じる。高速道路であるなら

ば、急ぎたい人が料金を払って負担すべ

きだと思う。 

 有料化にご賛同いただき有難うございま

す。戸畑枝光線については、福岡北九州

高速道路公社の安定的な経営を念頭に、

有料道路として事業の推進に努めてまいり

ます。 

１ ①  

社会経済情勢の変化により事業計画の

見直しを行うことについては理解できる。 

１ ①  

同等規模の事業費である黒崎バイパス

は無料であるのに対して、戸畑枝光線が

有料であることで、開通後の利用が見込み

どおりとなるか疑問を感じる。 

東田地区への大型商業施設進出等によ

り、北九州高速の利用増加が見込まれると考

えています。なお、有料化後は、福岡北九州

道路公社と連携しながら、利用増加に向けて

サービス向上に努めてまいります。 

３ ①  

無料でも有料でもどちらでもいいが、一

旦どちらかに決めたのであれば貫くべき

で、ころころ変えるようでは市政の信用に

関わるのではないか。 

 戸畑枝光線は、当初は有料道路として計

画していましたが、北九州高速 4 号線の大規

模補修等に多額の事業費が必要となり、福

岡北九州高速道路公社の整備計画から削

除され、無料の道路として市が整備すること

となりました。その後、東田地区への大型商

業施設進出等により、北九州高速の利用増

加が見込まれることとなったため、再度の有

料化について、学識経験者等による有識者

会議で議論した結果、有料化に賛同をいた

だきました。その後の公共事業再評価にお

いても、事業の妥当性を議論し、戸畑枝光線

を有料化して事業継続することに承認を得ら

れたところです。戸畑枝光線については、こ

のような経緯を経て有料化の手続きを進めて

います。 

２ ①  

【意見の内容】 

１ 変更計画案の趣旨や内容に賛意や共感を示す意見 

２ 今後の進め方等に対する考え方を述べた意見 

３ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 掲載済み（一部掲載を含む） 

② 追加・修正あり 

③ 追加・修正なし（今後の参考等とする） 

④ その他 



 
２ 戸畑枝光線の完成に関すること 

 
３ 北九州高速に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見の概要 本市の考え方   
八幡西方面から戸畑方面に行く際の利

便性が向上するため、戸畑までの区間に

ついても早期の整備をお願いしたい。 

早期の事業効果発現に向け、鋭意、事

業の推進に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

２  ③ 

ジアウトレット北九州の開業等で地域の

状況が変わっており、北九州に人を呼び

込む良い機会だと思うので、早急に整備を

進めていただきたい。 

２  ③ 

早期整備が望ましい。 ２  ③ 

工事が終わる際は、市民に周知してい

ただきたい。 

事業完了の際には、広く周知を図ってま

いります。見学会やウォーキング等のご提

案に関しては、今後の事業 PR 等の参考に

させていただきます。 

２  ③ 

１期区間の開通時期が近づいてきたの

で、開通日の早めの周知と、見学会やウォ

ーキング等開通前にしかできないような体

験を市民向けに検討していただきたい。 

２  ③ 

意見の概要 本市の考え方   
 北九州高速を使う際に、出入口や分岐

地点の案内表示等がわかりにくい箇所が

あるため、新しく整備する区間について

は、利用者が混乱しないような案内標識を

設置していただきたい。 

 案内標識の適切な設置により北九州高

速の快適な利用に努めてまいります。 

３  ③ 

 北九州高速を含めた環状ネットワーク全

体として利用が促進されるような料金設定

等を検討していただきたい。 

北九州高速の利用促進や福岡北九州高

速道路公社の安定的な経営の観点から、

企画割引や料金体系等について、どうい

った工夫ができるか検討してまいります。 

３  ③ 


